
第26回 

FDフォーラム

報告集 

第8分科会 

ICT を活⽤した遠隔授業について考える

 P 1～   講演 1. オンライン授業におけるLMSの活用 

主体的な学びをどうデザインするか？       
坂本 尚志 氏 

 P18～   講演 2. 突然降って湧いた遠隔授業の取り組み   阿部 一晴 氏 

 P33～  講演 3. コロナ禍におけるオンライン授業の導入とその課題： 
ある学科の取り組みをケーススタディとして考えてみる 

瀧本 眞人 氏

報告者 

コーディネーター

小田 真隆 氏 京都薬科大学 生命薬科学系 教授 

坂本 尚志 氏 京都薬科大学 一般教育分野 准教授 

阿部 一晴 氏 京都光華女子大学 キャリア形成学部 教授 

瀧本 眞人 氏 龍谷大学 国際学部 教授 
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２０２１年２月２８日

京都光華女子大学 キャリア形成学部

阿部 一晴
1

阿部 一晴（あべ いっせい）
京都光華女子大学 キャリア形成学部

担当科目：ビジネスマネジメント原論 金融ビジネス 経営情報
企業の社会的責任 ロジスティクス くらしのなかの経済学 他

研究領域： AI・IoTなど情報通信技術の経営・ビジネス領域への応用、様々な業種
における企業等の特徴的な競争戦略・マーケティング等の事例研究
環境政策分野における情報通信技術の活用

経済産業省情報処理技術者 ＩＴストラテジスト・プロジェクトマネージャ

上級システムアドミニストレータ・アプリケーションエンジニア

日本経営学会・経営情報学会・行動経済学会・情報処理学会
情報システム学会・教育システム情報学会・情報コミュニケーション学会
プロジェクトマネジメント学会・日本ＩＴストラテジスト協会 会員

メール：i_abe@koka.ac.jp

自己紹介

2
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1940年 光華高等女学校
として設立

真宗大谷派（東本願寺）
宗門校

「仏教精神に基づく
女子教育の場の実現」が
建学の精神

幼稚園・小学校・中学校・
高等学校・短期大学を併設

健康科学部健康科学部

キャリア形成学部キャリア形成学部

こども教育学部こども教育学部

キャリア形成学科キャリア形成学科

健康栄養学科健康栄養学科

看護学科看護学科

医療福祉学科医療福祉学科

心理学科心理学科

こども教育学科こども教育学科

短期大学部短期大学部

ライフデザイン学科ライフデザイン学科

 ３月２６日
オリエンテーション中止
前期授業開始日変更（４月６日（月）→４月２０日（月））

 ４月３日
4月２０日～ オンライン授業（遠隔教育）
５月１１日～ 対面授業

 ４月２４日
前期中 すべてオンライン授業（遠隔教育）

 ８月２９日
９月２１日～ 教務委員会承認科目のみ 対面授業

それ以外 後期中 オンライン授業（遠隔教育）
前期・後期とも定期試験期間の期末試験はなし

 ３月２６日
オリエンテーション中止
前期授業開始日変更（４月６日（月）→４月２０日（月））

 ４月３日
4月２０日～ オンライン授業（遠隔教育）
５月１１日～ 対面授業

 ４月２４日
前期中 すべてオンライン授業（遠隔教育）

 ８月２９日
９月２１日～ 教務委員会承認科目のみ 対面授業

それ以外 後期中 オンライン授業（遠隔教育）
前期・後期とも定期試験期間の期末試験はなし

4
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7

 個人的興味
 取組や具体的成果報告の増加

 時間割設定の困難
（専攻時間割と学科時間割 資格必修科目）

 サイバーキャンパス整備事業採択
 現代ＧＰ・学生支援ＧＰ等競争的補助金事業採択
 大学設置基準変更にともなう学則の変更

２００８年度からｅラーニングのみによる
授業開始（２科目） →

2016年度（８科目）
2018年度（４科目）

8

突然のことだったが，
私自身は経験があった
ので不安はなかった
周囲の教員（おそらくeラーニング
経験者は少ない）がパニックや

暴動を起こさなかったことの方が
不思議だった

21



ｅラーニングのみで単位取得可能な科目（ＶＯＤ）
 学内正課カリキュラム
◦ コンピュータ基礎
◦ ネットワーク基礎
◦ ビジネスソリューション
◦ ｅビジネス／ｅコマース

 大学コンソーシアム京都単位互換授業（e京都ラーニング）

◦ コンピューティングファンダメンタルズ
◦ リビングオンライン
◦ 経営情報論
◦ ｅビジネス論

9

（前期）
くらしのなかの経済学ａ ビジネスマネジメント原論
ロジスティクス 企業の社会的責任 実践英語Ⅰb
発展ゼミⅠ（3年生） 発展ゼミⅢ（４年生）

（後期）
くらしのなかの経済学b 経営情報 金融ビジネス
発展ゼミⅡ（3年生） 発展ゼミⅣ（４年生） 10
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 講義科目
フルｅラーニング授業の経験があった
当時の使用機材等（コンテンツ制作・オーサリング）
があった
→ 以前と同様のＶＯＤ形式で提供する

（どう配信するか？）

 演習科目（ゼミ）
リアルタイムの必要性
単発のオンライン授業ではなく
もう少し工夫がしたかった

コラボレーション
様々なアウトプットの蓄積

→ Microsoft Teamsの活用
11

12

ビデオ会議
フォーラムを併用

23



13

従来の教室でのゼミ
（受講生の
発表・ディスカッション）

14

私のゼミでの必需品（笑）

講義・ディスカッション
しながらどんどん書き込む
→ 「ホワイトボードがない

ゼミなんて・・・・」

24



15

オンラインの
ホワイトボード機能
いろいろ試してみたが
どうもしっくりこない

16

最終手段 自宅にホワイトボード設置
→「寝室がおしゃれじゃない」 （家庭内の揉め事に（笑））
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 Ｔｅａｍｓは企業でのビジネスユースを想定
様々なコラボレーション機能が豊富
スマホにもネイティブ対応
使っているうちにどんどん機能強化
→電子会議室を核にゼミでの様々な学びに適応

学生自身が新しい使い方を工夫

 ４年生は昨年度1年間教室で顔を合わせて受講
人間関係ができている
→オンラインでも盛り上がる（スタンプ・つっこみ）

 ３年生は全員が一堂に顔を合わせたことがない
→他人行儀が抜けきらない なかなか盛り上がらない

既に人間関係が出来ているメンバでのオンラインゼミに
対して大きな可能性を感じる（リアル＋オンライン）

17

 リアルタイムにはしたくなかった（その場限り感）

 以前使用していたＶＯＤサーバは既に廃棄されていた
 学生の様々な環境に対応させたい
 ファイル容量の問題
 ダウンロードではなくストリーミングで配信したい

→ Microsoft Streamの活用
Office365アカウントでシングルサインオン
スマホでも視聴できる
環境に合わせて配信を最適化している（多分）
サービスが停止することはないだろう（多分）

＋ ＬＭＳ的なもの（光華navi（GAKUEN/Universal Passport））

18
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 科目ごとに「チャンネル」を用意
 一回の授業を３～５本のビデオで構成
 授業ビデオはＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔと動画を同期
 講師の顔を見せる
 ビデオ視聴後に課題に取り組む
期限は基本的に一週間（ただし柔軟に対応）
◦ フォーラム（掲示板）への質問・コメント投稿

講師からも返信を投稿
◦ 教科書の復習と要約
◦ レポート課題（正解があるものではなく考えさせるもの）
◦ 講義ノートの提出

講師からフィードバック

19
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23クラスフォーラム

１．教科書「金融の基礎」の第２６章１９９９年以降の金融政策
（授業で飛ばした箇所は省いても良い）をよく読み，主題を要約
（書かれていることの中で重要だと思われることを書き抜く）し，
全体をまとめる

２．日本銀行が景気対策として積極的に様々な政策を次々と
実行しているが，残念ながら景気は良くなっていない
なぜ日本の景気は回復しないのか，自分の考えを出来るだけ詳しく
述べる（新型コロナ感染症の影響は除く）

３．講義ノート（今回の授業で理解できたことを中心にまとめる）

※手書きノートの場合，写メをメールで提出しても良い

基本的にＷｏｒｄで作成し光華navi（課題提出）で提出する
Ｗｏｒｄが使用できない場合，手書きの写メやスマホの テキスト等どういった 形
式でも認める（何か要望等があれば個別に阿部にメール等で相談のこと）

表紙は不要，先頭に学生証番号・氏名を記載すること
締切：１月２１日（木） ２３：５９ 24
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25レポート課題

26講義ノート

30



 この授業（講義）で２単位与える根拠は？

 対面授業に相当する教育効果がある保証は？

 ビデオ講義の適正時間は？
９０分×１５回 ４５分×３０回？ 時間ではない？

 単位制の位置づけ （１単位４５時間の学習）

27

第二十一条 各授業科目の単位数は、大学において定めるものとする。

２ 前項の単位数を定めるに当たっては、一単位の授業科目を四十五時間の
学修を必要とする内容をもつて構成することを標準とし、授業の方法に応じ、
当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準
により単位数を計算するものとする。

一 講義及び演習については、十五時間から三十時間までの範囲で大学が定
める時間の授業をもつて一単位とする。

二 実験、実習及び実技については、三十時間から四十五時間までの範囲で
大学が定める時間の授業をもつて一単位とする。ただし、芸術等の分野にお
ける個人指導による実技の授業については、大学が定める時間の授業をもつ
て一単位とすることができる。

三 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上
の方法の併用により行う場合については、その組み合わせに応じ、前二号に
規定する基準を考慮して大学が定める時間の授業をもつて一単位とする。

３ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目
については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認
められる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めること
ができる。

大学設置基準
（昭和三十一年十月二十二日文部省令第二十八号）

28
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 ２単位講義 （参照：大学設置基準第二十一条）
（９０分（２時間）授業

＋１８０分（４時間）予復習）×１５回

学生の発言「授業は出ているだけでいいのに，ｅラーニングは授業以外に
やることがたくさんあって大変」 29

出典：文科省 中央教育審議会議事録
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/003/gijiroku/04121002/004/001.htm

オンライン

代替困難

オンライン

代替

効果がなく

はない

オンライン

代替効果あり

30

主体性・多様性・協働性

（他者との関り／キャンパスライフ）

思考力・判断力・表現力

（ゼミ・プロジェクト／

アクティブラーニング）

知識・技能
（知識伝達型

授業）

講義科目
（ＶＯＤ）

ゼミ
（リアルタイム・

コラボレーション）

・反復学習
・都合に合わせて
・周囲の影響を
受けない

学生の主体性に
依存する要素大

・多様な学び
・教室と教室外の
学び連携/連続

高度な授業設計
→ ハイブリッド

空気・場
（リアル）

・オンライン授業は結局のところ対面の代替・補強手段でしかない？
（少なくとも 現時点 従来型（キャンパス前提）の大学においては）

・そもそも教育の効果はどう測定すれば良いのか？
今年度のオンライン授業はうまくいった，うまくいかなかった，いずれと評価しても
これまで当たり前と思っていた大学教育を否定することにならないか？（パンドラの箱？）

32
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50-100

a (Zoom)

upload
zoom

(Zoom)
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(Zoom)

100+

Google Meet

upload respon
zoom

e (Google Meet Zoom)

(Zoom)

upload
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4 +

9 15% 18 38% 24 53% 10 26% 61 32%

17 29% 16 33% 3 7% 10 26% 46 24%

28 47% 11 23% 13 29% 12 32% 64 34%

5 8% 3 6% 5 11% 6 16% 19 10%

59 48 45 38 190
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